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本研究は熱帯性タコ類の昼夜における活動パターンを室内実験および野外

調査から明らかにすることを目的とし、琉球列島の潮間帯に生息するソデフリ

ダコOaqPzMJ9"e"SおよびウデナガカクレダコＯ似MqPⅨSﾉａＭｅＱｒＺｲSを対象に

次の２項目を実施した。１）明暗周期下および恒常条件下におけるタコ類２種

の行動観察。２）西表島沿岸におけるタコ類２種の野外観察。

ソデフリダコは、明暗周期下実験において昼夜の活動量の平均が昼間５４３

分間、夜間208-339間であり、ほぼ晴期のみ活動し、明期になると直ちに巣の

中へ入るという明瞭な昼夜の活動パターンを示した。さらに、光の変化を排除

した恒常条件下実験においても、昼夜に対応した活動性がある程度維持されて

いた。しかし､活動時間帯の開始､終了時期と昼夜との対応は不明瞭になった。

一方､ウデナガカクレダコは､明暗周期下実験において活動量の平均が昼間４９－

－９９分間、夜間138-185分間と夜間に多くの活動量を示したが、ソデフリダコ

に比べて昼夜に対応した活動パターンは不明瞭であり、個体によっては活動の

多くなる時間帯と少ない時間帯の境が暖昧であった。また、西表島沿岸におけ

る野外調査では、ウデナガカクレダコが昼夜にわたり採集され、その採集数に

も昼夜問で顕著な相違は見られず、室内実験の結果に対応していた。

これらの結果より、熱帯海域に生息するソデフリダコおよびウデナガカクレ

ダコの活動には周期`性が見られ、前者ではそれは光を同調因子とした明瞭なも

のであること。後者では、周期性に個体差が見られることなどが明らかとなっ

た。


